
循環装置

幅：0.5m 循環方向

計測区間（河床材料設置区間）
（4m）

0.5m 1.5m 0.5m1.5m

直線区間
（5m）

全長
（6.74m）

：計測点

河床材料の粒径 層厚

Case1 なし 0.23 54.0
Case2 10cm, 0.22 50.5
Case3 10cm,1cm 0.23 50.0
Case4 10cm,1cm,1mm 0.23 48.5
Case5 1cm 0.25 48.0
Case6 3mm 0.25 45.0

ケース番号
河床材料 平均流速
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初期水位
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実験時間

(h)

約6.5cm 

約3cm

48

ダム下流の濁水流下過程における SS低減と河床材料の影響に関する基礎的検討 
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1．はじめに  

 ダム貯水池の濁水長期化に伴ってダム下流に濁水が

長期間放流される場合があり、下流河川における魚類

等への影響等が懸念されている。濁水の影響を適切に

評価するためには、濁水の流下過程における変化を把

握することが重要である。これまでに濁水を構成する

土粒子が流下過程において沈降することが示されてい

るが、そのメカニズムや流下範囲は十分に明らかとな

っていない。そのため本検討においては、実験により濁

水流下過程における SS低減メカニズムについて検討を

実施した。 

2．実験概要 

 図-1 に実験に使用した循環水路の概要を示す。当水

路は幅 50cm・高さ 70cm であり、循環装置としてポン

プ２台を使用している。実験時にはポンプの水流など

の影響のない区間を計測区間とし、当区間に異なる河

床材料を設置し、河床材料ごとの濁質沈降等への影響

について検討した。表-1 に実験ケースを示す。 計測

は、3点の計測点において、上(水面-5cm）・中・下(底面

+5cm)の水深の合計 9点の濁度を計測した。実験におい

て使用している濁水は浦山ダムの底泥を濁質の粒径が

0.2mm以下、濁度が約 40NTUになるように調整したも

のを使用した。図-2、3に実験に使用した濁水の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 循環水路概要 

 表-1 実験ケース一覧 

 

 

 

 

 

 

濁度-SS相関図を示す。ここで、case1~4と case5~6で使

用した濁水の濁度-SS 相関が異なるのは、case4 終了後

に、濁水回収・河床材料の交換等の作業の際に濁質が流

出したため、濁質の追加による濁水の調整を実施した

ことによるものである。 

3．結果 

 図-4、5に全実験ケースの SS経時変化を示す。SS

は各計測時間の濁度を全計測箇所で平均したものか

ら、濁度-SS相関より算出したものである。図-4、5

より実験の初期条件等が異なるものの、Case1の河床

材料なしのケースでは、SSがほとんど低下していない

のに比べ、Case2～6の河床材料ありのケースでは、SS

が低下しているとともに河床材料ごとに SSの低下量

が異なる。 

 

 

図-2 濁度-SS 相関（case1～4） 

 

図-3 濁度-SS 相関（case5～6） 
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図-4 濁度の経時変化（case1～4） 

 

図-5 濁度の経時変化（case5～6） 

4．考察 

SSの計測値の経時変化から SSの低下量には河床材

料の影響があると考えられ、計測結果を減少係数 Kを

用いて整理した。以下に用いた式 1)を示す。 

          𝐶𝑛 = 𝐶0𝑒(−𝐾𝑡0) + Σ𝐶i𝑒
(−𝐾𝑡𝑖)           (1) 

ここで、𝐶𝑛:予測地点負荷量、𝐶0:上流端負荷量、𝐶i:横

流入負荷量、𝑡𝑖: i地点以降から予測地点までの流下時

間、𝑡0:総流下時間を表す。 

減少係数 Kはダム下流の濁水の流下過程での SSの

沈降を考慮し、実際のダム事業の環境影響の検討にお

いて使用されているものである。Kの値については河

川上下流における現地調査から決定されている 1)。 

式(1)に示す減少係数 Kについて、本検討では式(2)

より算出した。 

K = log(Ct C0⁄ ) ∆t⁄ − 𝐾́             (2) 

∆t = (𝐿𝑡/𝐿0) × 48 

ここで、Ct：48時間後の SS、C0：初期 SS、𝐾́:水路の

減少係数(case1より)、 ∆t：48時間のうち河床材料設

置区間を流下した時間、𝐿𝑡：河床材料設置区間長、

𝐿0：循環水路の一周の長さを表す。 

SSが低下する要因として濁質の河床材料の空隙への

吸収と関連があると考え、空隙率と減少係数について

整理したものを図-6に示す。図-6より本検討の実験

ケースの中では、空隙率と減少係数の間に相関はみら

れなかった。次に河床材料の 50%粒径と減少係数につ

いて整理したものを図-7に示す。図-7より、河床材

料の粒径と減少係数の間に相関関係があると考えられ

る。よって両指標と減少係数の相関から、濁水の流下

による濁度低下は濁質が河床材料の空隙に吸収もしく 

 

図-6 空隙率と減少係数 K 

 

図-7 河床材料平均粒径と減少係数 K 

は河床材料の表面に吸着することが原因であると推測

されるが、減少係数と空隙率の相関は小さく、50％粒

径との相関が大きいことから河床材料が細かいほど SS

が低下するものと推測される。 

5．まとめ 

本検討の結果、流下過程における濁水の SSの低下

量について、河床材料による影響が確認された。ま

た、河床材料の粒径の影響が大きい可能性が示唆され

た。 

6．今後の課題 

本検討においては実験初期条件の調整など様々な検

討すべき点があるが、河床材料と SS低下量の関係に

ついて定性的に把握することが出来た。 

今後は、瀬淵などの河道形状や流速による影響、濁

質の巻き上げ、濁度低下限界点の把握や空隙率に関す

る詳細検討を行い、濁水の流下過程における沈降メカ

ニズムの解明や SS低下を定量的に算定する指標の提

案、実河川における各指標の適用性、河床変動計算に

おけるモデル化などの検討を進めたい。 
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